癇癖の 強い 男だった。 病身な 妻 や 弟た ち は 勿論、 隠居 

はば 

さへ 彼に は 憚 かって ゐた。 唯 その 頃 この 宿に ゐた、 乞 

食 宗匠の 井月ば かり は、 度々 彼の 所へ 遊びに 来た。 長 

男 も 不思議に 井月に だけ は、 酒 を 飲ませたり 字 を 書か 

せたり、 機嫌の 好い顔 を 見せて ゐた。 「山 はま だ 花の 

ほととぎす 

香 も あり 時鳥、 井月。 ところどころに 滝の ほのめく、 

つけ あ ひ 

文 室」 —— そんな 附合も 残って ゐる。 その外に まだ 弟 

が 二人、 II 次男 は 縁家の 穀屋へ 養子に 行き、 三男 は 

五六 里 離れた 町の、 大きい 造り酒屋に 勤めて ゐた。 彼 

等 は 二人とも 云 ひ 合せた やうに、 滅多に 本家に は 近づ 

かなかった。 三男 は 居 どころ が 遠い 上に、 もともと 当 



人工の 荒廃 も 加 は つたの だった。 

その 秋 は 又 裏の 山に、 近年に ない 山火事が あった。 

それ以来 池に 落ちて ゐた滝 は、 ばつたり 水が 絶えて し 

ゎづ ら 

まった。 と 思 ふと 雪の 降る 頃から、 今度 は 当主が 煩 

ら うし やう- 

ひ 出した。 医者の 見立てで は 昔の 癆症、 今の 肺病と 

か 云 ふ 事だった。 彼 は 寝たり 起きたり しながら、 だん 

だん 癇 ばかり 昂ら せて 行った。 現に 翌年の 正月に は、 

て あ ぶ 

年始に 来た 三男と 激論の 末、 手 炙り を 投げつ けた 事 さ 

へあった。 三男 は その 時 帰った ぎり、 兄の 死に目に も 

よとぎ 

会 はずに しまった。 当主 は それから 一年 余り 後、 夜伽 

の 妻に 守られながら、 蚊帳の 中に 息 を ひきとった。 「蛙 



妙な 眼 を 輝かせて ゐた。 

それから 二三 日た つた 後、 三男 は蔣の 多い 築山の 陰 

に、 土 を 掘って ゐる兄 を 発見した。 次男 は 息 を 切らせ 

く は ふる 

ながら、 不自由 さう に 鍬 を 揮って ゐた。 その 姿 は 何処 

か 滑稽な 中に、 真剣な 意気 組み も ある ものだった。 「あ 

く は 

に 様、 何 をして ゐる だ？」 —— 三男 は卷 煙草 を啣 へた 

なり、 後から 兄へ 声をかけた。 「おれ か？」 —— 次男 は 

眩し さう に 弟 を 見上げた。 「こけへ 今 せんげ (小 流れ) 

を 造らう と 思 ふ。」 「せんげ を 造って 何し る だ？」 「庭 を 

もとの やうに しっと 思 ふだ。」 三男 は にゃにゃ 笑 

つたぎ り、 何とも その 先 は 尋ねなかった。 



廉 一は 唯 泥 まみれの 手に、 蟻で も 殺す より 外 はな かつ 

た。 

内面の 障害 は それば かりではなかった。 次第に 夏 も 

深まって 来る と、 次男 は 絶え間ない 過労の 為 か 頭 も 何 

時 か 混乱して 来た。 一 度 掘った 池 を 埋めたり、 松 を 抜 

いた 跡へ 松を植 ゑたり、 —— さう 云 ふ 事 も 度々 あった _ 

殊に 廉ーを 怒らせた の は、 池の 杭 を 造る 為め に、 水際 

の 柳 を 伐った 事だった。 「この 柳 はこの 間植 ゑた ばつ 

か だに。」 —— 廉ー は 叔父 を 睨みつ けた。 「さう だった 

かな あ。 おれに は 何だか わから なくなって しまった。」 

—— 叔父 は 憂欝な 目 をしながら、 日盛りの 池 を 見つめ 



今度 は 家ぐ るみ 破壊され た。 破壊され た 跡に は 停車場 

が 建ち、 停車場の 前に は 小 料理屋が 出来た。 

中 村の 本家 はもう その 頃、 誰も 残って ゐ なかった。 

母 は 勿論とう の 昔、 亡い 人の 数に は ひって ゐた。 三男 

も 事業に 失敗した 揚句、 大阪へ 行った とか 云 ふ 事 だつ 

た。 

汽車 は 毎日 停車場へ 来て は、 又 停車場 を 去って 行つ 

た。 停車場に は 若い 駅長が 一 人、 大きい 机に 向って ゐ 

た。 彼 は 閑散な 事務の 合 ひ 間に、 青い 山々 を 眺め やつ 

たり、 土地 ものの 駅員と 話したり した。 しかし その 話 

、- はん 

の 中に も、 中 村 家の 噂 は 上らなかった。 況ゃ 彼等の 



廉 一は 今でも 貧しい 中に、 毎日 油 画 を 描き 続けて ゐ 

る。 三男の 噂 は 誰も 聞かない。 

(大正 十 一 年 六月) 
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